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不具合発生箇所 

シートヒーター付きスライドアップシートにおいて、シートヒーターのサーミスタ（温度制御 

センサー）の取り付け位置が不適切なため、シートヒーター作動時に温度制御に入るのが遅く 

温度が高い状態が続くものがある。そのため最悪の場合、着座しているお客様が低温やけどを 

起こすおそれがある。 

改善の内容 
・全車両、スライドアップシートシートヒーターのサーミスタの位置をハーネスブラケット上から 

シートクッションパッド上に移動させる。 

・防水シート仕様車はハーネスブラケットに断熱シートを貼る。 

識別：銀色のシールをモデルナンバープレートの右横に貼り付ける。 

注：            は、交換部品を示す。 

 

スライドアップシート 

 スライドアップシート サーミスタ組み付け部 

 （スライドアップシート左横から見た断面図） 

＜現行品＞ 

サーミスタがブラケット

（鉄製）の上にある 

＜対策品＞ 

・サーミスタをクッションパッド 

の上に移設する 

・防水シート車はブラケットに 

 断熱シートを貼り付ける 

 

 

シートクッションカバーを 
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